沼津市新中間処理施設整備運営事業
土木建築仕様概要説明書
（様式15）
令和６年４月
沼　津　市
土木建築仕様概要説明書（様式1５）記入要領
本様式は、建設工事要求水準書（以下「要求水準書」という。）に基づく入札参加者が提案する土木建築の設計仕様概要資料とする。入札参加者の提案に基づき本様式に変更がある場合は、本様式に倣い項目を追加のうえ記入すること。
土木建築仕様概要説明書の作成に当たっては、次のことに留意のうえで記入すること。
１.　　　社仕様内容の欄に記入すること。
２.記入内容は、技術提案書を構成する他の資料と相違のないように留意すること。
３.各ページ右上の社名の記入は不要とする。
以　上
	土木建築工事
	
	

	１．建設工事
	平面断面計画
	

	項        目
	要求水準等
	　　社仕様内容

	設計方針
	・
本件施設の建築計画は、明るく清潔なイメージ、機能的なレイアウト、安全快適な室内環境、部位に応じた耐久性等に留意し、各部のバランスを保った合理的なものとする。
・工場棟は一般の建築物と異なり、熱、臭気、振動、騒音、特殊な形態の大空間形成等の問題を包含するので、これらを機能的、かつ、経済的なものとするためには、機械設備機器の配置計画を基本に、構造計画並びに設備計画と深い連係を保ち、互いの専門的知識を融和させ、総合的にみて、バランスのとれた計画とする。
・屋内における諸室配置と動線計画については、点検整備作業の効率化、緊急時の迅速な対応を図る。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	ごみ焼却施設工場棟
	受入供給設備

	
	（1）斜　　路
	・プラットホーム出入口に斜路（ランプウェイ）を設ける場合、勾配は10％以下とし、舗装面は真空コンクリート仕上げとすること。
・バーチカルカーブを設けること。
	

	
	（2）プラットホーム
	・プラットホームは臭気が外部に漏れない構造・仕様とすること。
・フォークリフトやショベルローダ、搬入出車両の作業の障害とならぬように柱割りに配慮すること。
・プラットホームの床は耐摩耗性を持つ滑り止め加工等により滑りにくい構造とし、かつ、清掃しやすく維持管理が行いやすい構造とすること。
・その他は、「3-2-2.プラットホーム」によること。
	

	
	（3）ごみピット（灰ピット含む）
	・ごみピット・灰ピットは水密性の高いコンクリート仕様とすること。
・ごみピットの内面は、ごみ浸出液からの保護とクレーンの衝突を考慮し鉄筋の被り厚さは増し打ちをすること。
・ごみピット・灰ピットの隅角部は隅切り等によりごみ・灰の取り残しのない構造とし、補強及び止水対策を行うこと。
・ごみピット・灰ピットは底面に十分な排水勾配をとること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	ごみ焼却施設工場棟
	（4）ホッパステージ
	・ホッパステージへのアクセスは、臭気漏洩対策としてホッパステージ準備室と準備室を介した方法とし、各々2箇所設けて二方向避難経路とする。
・ホッパステージには、クレーン保守整備用の点検床を設けること。ホッパステージ落下防止手すりは鉄筋コンクリート製とし、要所に清掃口を設けること。
・ホッパステージ床の仕上げは、アスファルト防水+溶接金網入り押えコンクリートとすること。
・ホッパステージは、水洗を行える計画とすること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	炉　　室
	・
要所にマシンハッチを設け、点検、整備、補修等の車両搬入動線と合わせ、作業の利便性を確保すること。
・歩廊は原則として各整備に階高を統一し、保守、点検時の機器荷重にも十分な構造とすること。
・炉室は十分な換気を行うとともに、自然光を取り入れて、作業環境を良好に維持すること。また、給排気口は防音に配慮すること。
・主要機器、装置は屋内配置とし、点検、整備、補修のための十分なスペースを確保すること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	中央制御室・ごみクレーン操作室
	・工場棟の管理中枢として中央制御室は、各主要整備と密接な携帯を保つ必要がある。なかでも焼却炉本体、蒸気タービン発電機室、電気関係諸室とは異常時の対応を考慮し、移動距離や連絡手段等、最適な位置に配置すること。
・中央制御室はプラントの運転・操作・監視を行う中枢部であり、常時運転員が執務するので、照明・空調・居住性について十分考慮すること。
・中央制御室は主要な見学場所の一つであり、見学者通路との遮音性、動線と見学者スペースについても考慮すること。
・炉室に近接した位置に作業準備室及び前室を設けること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	排ガス処理設備室
	・排ガス処理設備室は、排ガス内のばいじん等を除去し、炉室と一体構造の流れで行うため、構造・仕上・歩廊・換気・照明設備も炉室と一体として計画すること。
	

	ごみ焼却施設工場棟
	排水処理設備室、水槽
	・建物と一体化してつくられる水槽類は、各系統事に適切な位置に設け、悪臭、湿気、漏水の対策を講じること。すべて液性により無機質浸透性塗布防水、もしくは樹脂系防食防水塗装を施すこと。また、上部床も同一とする。
・酸欠・硫化水素の恐れのある場所・水槽等は、入口又は目立つ所に標識を設けるとともに、作業時十分な換気を行える設備を設置すること。
・各種水槽類、ピット他点検清掃に必要な箇所には適宜、マンホール（防臭仕様）、ステンレス製もしくはステンレス芯の樹脂製タラップ（滑り止め加工）を設けること。
・水槽は水張試験を行うこと。
	

	
	通風設備室、空気圧縮機室、油圧装置室
	・誘引通風機、押込送風機、空気圧縮機、油圧装置その他の騒音発生機械は、必要に応じて専用の室に収納し、防音対策、防振対策を講じること。
・誘引通風機室は、機材の搬出入のための開口部を設けること。
	

	
	灰搬出場・灰クレーン操作室
	・焼却灰、飛灰、鉄類の搬出場はできるだけ一室にまとめて設置し、搬出の際の粉じん漏洩対策を講じること。
・原則として、他の部屋とは隔壁により仕切るものとし、特にコンベヤ等の壁貫通部も周囲を密閉すること。
・灰クレーン操作室は灰ピット全域を見渡せる位置に設けるものとし、必要に応じて死角となる箇所はITVにより視認可能とすること。操作室窓には窓洗浄装置を設けること。
	

	
	集じん灰処理室
	・集じん灰処理設備はできるだけ一室にまとめて設置し、他のエリアと区画し粉じん対策を講じること。
	

	
	復水器ヤード
	・復水器ヤードは周壁内側に吸音材を施工すること。
・床の仕上げはアスファルト防水+溶接金網入り押えコンクリートとすること。
・復水器は大きな騒音発生源となりうるため、万全の防音対策を講じること。配置位置は公道や民家に面しない位置とすることが望ましい。
	

	
	タービン発電機室・非常用発電機室
	・タービン発電機室とその直下の補機室は、直接専用昇降路で連絡できること。
・タービン発電機室には騒音対策として吸音材を施工すること。
・タービンは独立基礎上に配置すること。
・指定可燃物を取り扱う非常用電源設備（防災・保安用発電機）は、タービン発電機室とは別室の非常用発電機室に設けること。
	

	ごみ焼却施設工場棟
	運転員関係諸室
	・以下の運転居室を必要に応じ計画すること。
①
玄関（運営管理業務従事者専用、風除室を設ける）
②
洗濯・乾燥室
③
脱衣室・浴室（またはシャワー室）（男女別）
	

	
	作業員関係諸室（保守点検業務従事者用）
	・事務、更衣、休憩が行える室を設けること。
	

	
	その他
	・その他必要な諸室〔受変電室、電気室、工作室、倉庫、危険物庫、予備品収納庫等〕を適切な広さで設けること。
・排ガス分析計は排ガス分析室に設けること。
・プラットホーム、ごみピット、ホッパステージ、灰ピット等は、壁や床等を貫通する構造躯体・ダクト・配管等は、適切な気密処理を行い、臭気が外部に漏れないようにする。
・電気室上部に水を取り扱う室を配置しないこと。また、電気室天井に水を取り扱う配管を敷設しないこと。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	リサイクル施設工場棟
	受入供給設備

	
	（1）ランプウェイ
	・プラットホーム出入口に斜路（ランプウェイ）を設ける場合、勾配は10％以下とし、舗装面は真空コンクリート仕上げとすること。
・バーチカルカーブを設けること。
	

	
	（2）プラットホーム、受入ホッパ
	・プラットホームは臭気が外部に漏れない構造・仕様とすること。
・フォークリフトやショベルローダ、搬入出車両の作業の障害とならぬように柱割りに配慮すること。
・プラットホームの床は耐摩耗性を持つ滑り止め加工等により滑りにくい構造とし、かつ、清掃しやすく維持管理が行いやすい構造とすること。
・その他は、「4-2-2.プラットホーム」、各種受入ホッパによること。
	

	
	（3）受入貯留ヤード
	・ごみ種別に仕切り壁等で区切るものとする。
・重機等による投入作業を行う部分の床面については摩耗防止対策を講じること。
・その他は、「4-2-3.受入貯留ヤード」、その他によること
	

	リサイクル施設工場棟
	破砕機室
	・破砕機室は機械の搬出入が容易にできる位置に設けること。
・騒音・振動に対しては必要な対策を講じ、室を無窓、鉄筋コンクリート造の密閉構造として壁面の遮音性を高めること。また、出入口からの音漏れを防止するため、鋼板製防音ドアを設ける等の対策を講じること。
・爆発、火災に対しては爆発時、爆風を円滑に戸外へ排出するための爆風口を設置し、消火のための散水装置を完備すること。なお、破砕機室出入口部には前室を設けること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	選別設備室
	・各種機器を収容する室は、機械の搬出入が容易にできるものとする。
・騒音・振動に対しては必要な対策を講じるとともに、壁面の遮音性を高める。
・手選別室においては、窓等からできるだけ自然採光を採り入れ、明るく清潔な雰囲気を保つ。
・手選別室は防音、防塵、空調、換気等作業環境を十分に考慮すること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	貯留・搬出設備室
	・搬出部は粉じん対策として他の部屋と隔壁等により仕切ることとする。
・搬出車の搬出入口部は入退出に十分な幅、高さを確保すること。
・搬出車に積み込む作業スペース（重機、フォークリフト）を考慮すること。
・清掃用散水設備を設ける。
・その他は、「第8節貯留・搬出設備」によること。
	

	
	中央操作室
	・中央操作室は、可能な限りプラットホームを直視できる位置に計画すること。また、電気関係諸室とは異常時の対応を考慮し、距離的にも短く連絡される位置に配置すること。
・中央操作室はプラントの運転・操作・監視を行う中枢部であり、常時運転員が執務するので、照明・空調・居住性について十分考慮すること。
・中央操作室は主要な見学場所の一つであり、動線と見学者スペースについても考慮すること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	油圧装置室
	・油圧装置その他の騒音発生機械は、必要に応じて専用の室に収納し、防音対策、防振対策を講じること。
	

	
	作業員関係諸室
	・手選別作業従事者、その他人員が更衣、休憩が行える室を設けること。
	

	リサイクル施設工場棟
	その他
	・そのほか必要な諸室（倉庫、危険物庫、予備品収納庫等）を適切な広さで設けること。
・電気室上部に水を取り扱う室を配置しないこと。また、電気室天井に水を取り扱う配管を敷設しないこと。
・薬品受入場所を機器配置図へ記載すること。また、薬品補充車が他の車両の通行の妨げにならないよう計画すること。また、薬品受入時の漏洩等に対応できる構造とすること。
・見学者通路の有効幅員は内法2.5m以上（3.0m以上が望ましい）とし、主要部にはホール形式スペースを計画とすること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	自己搬入ヤード
	受付機能
	・自己搬入車への棟内監視を行う。
・外線・内線電話、モニタ及び男女別トイレ、手洗いを設けること。なお、男女別トイレへは棟内外からの出入りが可能とすること。
・自己搬入者に対しての放送設備（マイク及びスピーカー）を備えること。
・作業環境に十分配慮すること。
	

	
	ヤード（搬入車両の停車・荷下ろしスペース）
	・搬入、搬出通路を確保した上で、自己搬入車両が5台程度同時に荷下ろし可能なスペースと十分な動線を確保すること。
・出入口扉は電動シャッターとすること。
・排気設備を計画すること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	コンテナヤード
	・燃やせるごみ、焼却粗大ごみ、せともの・ガラス類、家電製品、金属類、飲食用缶、飲食用ビン（色別）、ペットボトル、危険ごみ（種類別）、紙パック、古紙・古布及びその他について、収納容器（コンテナ等）でそれぞれ分別して貯留する。
・分別して貯留したごみを、処理施設へスムーズに運搬できるよう配慮すること。
・作業環境に十分配慮すること。
・その他、「3-2-10.自己搬入ヤード」によること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	管理棟
	研修室
	・研修室は、映像資料による学習、環境学習に係る講演会等に使用する室として計画するものとし、研修室内に倉庫、物品庫を設置すること。また、研修室の天井高さは一般の居室より高く計画すること。
・研修室内は可動式間仕切壁（防音・収納タイプ）により２室に分離することが可能で、独立した出入り口を設けられるように計画すること。
・研修室の収納人員は100名程度で計画すること。
	

	
	事務室（運営管理事業者用）
	・事務室は来場者の把握が容易にできる位置に計画すること。1階部分以外に計画する場合は、緊急時に素早く付帯施設（計量棟、プラットホーム等）に移動できる動線を確保すること。また、玄関側にカウンターを設けること。
・必要に応じ床は二重床（フリーアクセスフロア）とすること。
	

	
	会議室
	・運営管理事業者が利用する会議室として設けること。
	

	
	玄関
	・運営管理業務従事者用（運転員と兼用可）と来場者及び見学者用を別に計画すること。
・来場者及び見学者用の玄関には風除室を設けること。
・来場者及び見学者用エントランスは意匠性が高く耐久性もある建具を用いること。
	

	
	運転員関係諸室
	・以下の運転居室を必要に応じ計画すること。
①
更衣室（男女別）
②
休憩室（食堂を兼ねる計画とすること）
③
湯沸し室
④
洗濯・乾燥室
⑤
脱衣室・浴室（又はシャワー室）（男女別）
	

	
	その他
	・来場者用通路、見学者ホール及び備品庫などを適切な広さで設けること。
・必要に応じ空調機械室を設け、騒音に配慮すること。
・見学者通路の有効幅員は内法2.5m以上（3.0m以上が望ましい）とし、主要部にはホール形式スペースを計画とすること。
・トイレを必要場所に設置すること。原則として男女別に設けるものとし、見学者が利用するトイレについては多目的便所併設とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	クリーンセンター管理事務所棟
	事務室
	・事務室は市民の来場を考慮した位置に設けるものとし、カウンターを併設すること。
・設計人員は30名とし、適切な広さを確保すること。
・床は二重床（フリーアクセスフロア）とすること。
	

	
	会議室
	・市職員が利用する会議室として設けること。
	

	
	玄関
	・職員用と来場者用を別に計画すること。
・来場者用の玄関には風除室を設けること。
・来場者用エントランスは意匠性が高く耐久性もある建具を用いること。
	

	
	職員関係諸室
	・以下の居室を計画すること。
①
更衣室（男女別）（男性55名、女性10名（ロッカー等の什器を含む）の利用を想定した広さとする）なお、事務室に在籍する職員（男性20名、女性10名）と収集作業に従事する職員（男性35名）の更衣室は分けるものとする。
②
食堂（設計人員数：20名程度）
③
休憩室（男女別）（設計人員数：男性15名、女性5名を想定し、別室とする）
④
収集作業員控室（設計人員数：35名）とし、4人掛け机及び椅子で構成するものとする。
⑤
湯沸し室（2箇所）とし、事務室に在籍する職員と収集作業員に従事する職員の湯沸かし室を別に配置すること。
⑥
洗濯・乾燥室（洗濯機4台、乾燥機4台）
⑦
脱衣室・浴室（またはシャワー室）（男女別）※シャワー室はシャワーユニットを可とする。その場合、男性用を5基、女性用を3基とする。
	

	
	その他
	・来場者用通路、倉庫、書庫などを適切な広さで設けること。
・書庫のうち一つは本件工事の成果物である完成図書、運営管理事業者による運営管理業務の成果物を収納する専用の書庫を設ける。
また、別の書庫として、本市が所有する行政書類を保管する書庫を設けること。なお、当該書庫には可動式のキャビネットを設置する計画とするものとし、段ボール箱（幅30cm×長さ30cm×高さ40cm）を800個保管できる広さを確保すること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	その他付属棟
	計量棟
	・構内道路のごみ搬入退出車動線上に配置し、計量台を設ける。
・計量機を入口・出口の別に配置する場合は、入口と出口の別に設けること。
・積載台上の有効高さを4.5m以上確保出来る屋根を設ける。
・計量棟の窓は車道側に面する範囲前面に設けるものとし、計量機に進入する車両を目視可能であること。
・その他は、「3-2-1.計量機」によること。
	

	
	洗車場
	・洗車場は収集車が余裕をもって3台同時に洗車可能なスペースを確保する。
・屋根と飛沫飛散防止用壁を設ける。
・洗車用水の使用量は8.1㎥程度（平均27台/日）を見込む。
・天井有効高さは4.5ｍ以上とする。
	

	
	指定屋外建物
	・以下の付属棟を計画すること。
①
屋外トイレ（洗車場付近）
②
危険物庫
	

	
	その他
	・必要に応じて特別高圧受変電棟を設けること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	環境学習機能
	基本方針
	・施設特有の機能とごみの焼却処理フローについて、可能な限りごみ処理のフローと連続性に配慮した見学動線を構築すること。
・見学者動線は一筆書きの周回型となるように計画すること。
・見学者用通路は可能な限りガラス張りとし、掲示物よりもプラント設備そのものを見せることにより、見学者が楽しめるような工夫を行うこと。
・見学者用通路の外壁側にも窓を設け、可能な限り採光を確保し、開放感のある施設とすること。その際、囲まれた山々の景色や、街並みを見渡せるよう配慮すること。
・プロジェクションマッピングやVR、プロジェクター等を使用した展示を行う場合は最小限に留めること。
・見学者動線を一筆書きの周回型とする場合、プラント設備を視認することが困難な長い廊下が生じることが想定される。そのような箇所においては、可能なかぎり掲示物を点在させ、見学者が楽しみながら見学することが可能となるよう配慮すること。なお、展示物として、施設建設時の経過、新施設に導入する設備の実物大、各種設備の内部構造・機能、ごみ処理に関するトリックアート等を十数箇所配置すること。掲示物の内容については、可能な限り更新する必要が無いものとすること。
・見学者用通路には、２箇所程度、幅広い年齢層を対象とした、設置及び更新が安価な体験学習装置を点在させること。なお、体験学習装置は、小学生に人気が高いことが想定されることから、小学生が一度に大勢で施設見学を行った場合であっても、可能な限り大勢が体験学習装置を使用することが可能となるよう配慮すること。
・エントランスまたは見学者用通路に、展示用の施設の模型を備えること。その際、全景だけでなく、断面も見せるような工夫を行うこと。なお、実際に模型を作成するのではなく、映像等にて、施設の全景や断面を見せることも可とする。
・エントランスまたは見学者用通路に、プラント機器の稼働状況や現時点での発電量等に関するデジタル表示を行うこと。その際、見学者に対し、わかりやすい表示を行うこと。
・ユニバーサルデザインへ配慮すること。
・障がい者・高齢者・児童及び幼児に配慮したバリアフリーな見学動線とすること。
	

	環境学習機能
	見学コース
	【ごみ焼却施設（必須の見学場所）】
 プラットホーム、ごみピット、中央制御室、炉室、排ガス処理設備、タービン・発電機、灰ピット
※上記以外の箇所については事業者の提案によるものとする。
【リサイクル施設（必須の見学場所）】
 プラットホーム、資源物手選別工程、再資源化設備（圧縮装置、梱包機等）、ストックヤード
※上記以外の箇所については事業者の提案によるものとする。
	【ごみ焼却施設】
※見学場所を記載すること。
【リサイクル施設】
※見学場所を記載すること。

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	土木建築工事
	
	

	２．建築工事
	構造計画
	

	項        目
	要求水準等
	　　社仕様内容

	基本方針
	・建築物は上部・下部構造とも十分な強度を有する構造とする。
・本件施設の主要なプラント機器は自立構造、または、独立した鉄骨で支持するものとし、地震時等の水平荷重は建築構造部材へ負担させないように設計する。なお、機能・性能・耐震性確保の観点から、プラント機器の種別によっては、建築構造物で支持・負担することも可とする。
・振動を伴う機械を収納する室は十分な防振対策を考慮する。
	

	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	基礎構造
	・建築物は、地質詳細調査を行い周辺建物の状況をも鑑みて、条件に応じた基礎構造とし、荷重の遍在による不同沈下を生じない基礎とする。
・杭の工法については、周辺条件、荷重条件、地質条件、施工条件を考慮し、地震時、風圧時の水平力をも十分検討して決定する。
・計量機ピットの基礎構造は杭基礎とするか良好な地盤に支持されるようにする。
・アンカーボルトセット中は保護テープ等でネジ部を養生する。締め付けナットは二重ナット（1種+2種）とし、ボルトのネジ部が3山以上出るものとするが、長すぎないようにする。
	

	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	主要構造
	工場棟等
	・重量の大きな機器を支持する架構及びクレーンの支持架構は、十分な強度、剛性を確保し、地震時にも十分安全な構造とする。
・また、クレーン架構は、クレーン急制動時に共振しないよう検討し、騒音・振動が他の室へ伝播しない構造とする。
・炉室の架構は、強度、剛性を確保するとともに屋根面、壁面の剛性を確保して地震時の変位も有害な変形にならない構造とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	煙突外筒
	・煙突は建屋合棟型意匠煙突とする。
・開口部は、密閉し雨水の浸入を防止するとともに防鳥対策をする。
・熱及び排ガスの影響について十分な検討を行う。
・煙突内部階段へのアクセスは、作業用エレベータ停止階からアクセスできることが望ましい。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	構造計算、設計手順等
	設計手順（建築工事関係）
	・建築物の構造計算は、建築基準法同施行令及び静岡県建築構造設計指針・同解説に基づいて行う。
・「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準（平成25年3月29日国土交通省大臣官房官庁営繕部長制定）」及び「官庁施設の総合耐震計画基準（建設省営計発100号）」による大地震に対する構造体の耐震安全性の分類はⅡ類とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	設計手順（建築設備工事関係）
	・機器、配管、ダクト等と支持架台は、一次固有振動数が地震によって共振することがないよう設計すること。
・「官庁施設の総合耐震計画基準（建設省営計発100号）」による大地震に対する建築設備の耐震安全性の分類は甲類とする。
・建築設備の耐震設計は、「建築設備の耐震設計・施工指針（日本建築センター）」により設計する。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	設計手順（建築工事関係　小規模建築物）
	・独立した小規模の鉄筋コンクリート造構造物の耐震設計は、平屋建てでかつ200m2以下の建築物は許容応力度計算を行い、重要度係数(I=1.25)を考慮して壁量、柱量を確保する。また、2階建て以上で200m2を超え、かつ、高さ20m未満の建築物は前記の確保に加えて偏心率の計算を行い概ね0.3以下とする。加えて、これらの建築物の柱及び梁についてはせん断設計を行う。
・独立した小規模の鉄骨造構造物の耐震設計は、平屋建てで、かつ、200m2以下の建築物は、標準せん断力係数（Co）を0.3に重要度係数（I=1.25）を乗じたもの以上として許容応力度設計を行う。また、2階建て以上で200m2を超え、かつ高さ20m未満の建築物は、前記の計算に加え、偏心率の計算を行い、偏心率を概ね0.2以下とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	土木建築工事
	
	

	２．建築工事
	一般構成材
	

	項        目
	要求水準等
	　　社仕様内容

	一般構造
	屋根
	・タービン排気復水器等の放熱を必要とするプラント機械を収納・設置するスペース以外の部分については、屋根構造とする。
・ごみピット、ホッパステージの屋根はRC造によるものとし、気密性を確保し悪臭の漏れない構造とする。
・炉室（リサイクル施設工場棟の機械室含む）の屋根は、採光に留意し、換気モニタを設けるものとし、雨仕舞い、耐風、耐食性に配慮する。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	外壁
	・構造耐力上重要な部分、気密性、遮音性等を要求される部分は、原則としてRC造とし、その他建物本体及び煙突の外壁はRC壁もしくはALC壁とする。RC造の外壁には適切な箇所に誘発目地を入れ、シーリングを行う。
・ごみピット、地下水槽等の躯体打ち継ぎ部に使用する止水板は自己膨張型を採用しない。
・プラットホーム、ごみピット室の外壁は気密性を確保し悪臭の漏れない構造とする。
・土と接する壁（地下階）は、地下水位にかかわらず外面塗膜防水またはその他により止水対策、湧水対策を行う。
	

	
	床等
	・工場棟の床は鉄筋コンクリート、デッキプレートの上コンクリート打設、チェッカードプレート、グレーチング等とし、目的に応じて使い分ける。
ア．鉄筋コンクリート床は機器重量の大きい床に採用する。
イ．デッキコンクリート床は熱、騒音、振動の防止に採用する。
ウ．チェッカードプレートは粉じん、油洩れ防止、機器の分解スペースに採用する。
エ．グレーチングは粉じん、油洩れ、機器の分解スペース以外の一般的なプラント周囲の床、歩廊、階段に採用する。
・重量の大きな機器、振動を発生する設備が載る床は、床版を厚くし、小梁を有効に配置して強度、剛性を確保する。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	内壁
	・各室の間仕切り壁は、要求される性能や用途上生ずる要求（防火、防臭、防音、耐震、防煙）を満足する。
・不燃材料、防音材料などは、それぞれ必要な性能を満足するとともに、用途に応じて表面強度や吸音性など他の機能も考慮して選定する。
・RC壁の打放し仕上げに使用する型枠せき板は表面加工品を使用し、著しく仕上がりの悪い場合はモルタルコテ仕上げとする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	一般構造
	建具

	
	構造
	・外壁に面する建具は、耐風、降雨を考慮した、気密性の高いものとし、遮音性及び機能性に応じて、材質を選定する。
・外部に面する建具は、台風時の風圧にも耐えるものとする。（「官庁施設の基本的性能基準」の3-1-5の2）建築非構造部材の耐風に関する性能のうち分類Ⅱに準じる）
・異種金属による電食の発生が無い構造とすること。
	

	
	ごみ搬入車用プラットホーム出入口扉
	・プラットホームの入口及び出口へ設ける。
・ステンレス製電動扉式自動開閉とし、二重検知式とする。停電時でも手動開閉可とする。
・有効開口扉幅は5.0ｍ以上（直進進入の場合は4.0ｍ以上） とし、高さを4.5ｍ以上とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	扉
	・扉及び枠はアルミ製・スチール製を標準とする。アルミ製を採用する箇所は居室関係に断熱性を考慮して適用する（軽量スチール断熱扉も可）。
・一般連絡用扉有効寸法は両開き：H=2.1m、W=1.8m、親子：H=2.1m、W=1.3m
及び片開き：H=2.1m、W=0.9mを標準とする。また、扉には中抜き窓を原則設ける。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	窓

	
	窓（一般）
	・アルミニウム製を標準とし、開閉方式は機能性等に応じて定める。
・遮音性または防臭性を必要とする箇所は、エアタイト構造、または、フィックスとする。
・内外両面の清掃が安全、かつ、容易に行える計画とする。
・外気に面する開閉可能な窓は網戸付とする。
・外気に面するサッシ枠は断熱性を有するものとする。
	

	
	監視窓・見学窓
	・ステンレス製を標準とする。
・原則として、フィックスとするが、遮音性、防臭性が確保される場合は、必要性に応じて他の形式としてもよい。
・ごみクレーン操作室の監視窓及びごみピット見学窓はフィックスとする。
・内外両面の清掃及び破損時の取替えが安全、かつ、容易に行える計画とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	一般構造
	シャッター
	・電動式シャッターとする。
・大型のものは、強風時の騒音・振動対策を行う。
・点検動線上または避難経路上の必要な箇所には、シャッターの付近に連絡用扉を設ける。
・障害物検知装置を設ける。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	ガラリ等
	・換気回数に応じて、大きさ及び形状を定める。
・外気取入れガラリの背面には、安全、かつ、容易に清掃できる防虫（鳥）網を設ける。
・材質はアルミニウム製を標準とする。ただし、建具に付属するものについてはこの限りではない。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	トイレブース
	・メラミン化粧合板製（アルミエッジ付）を標準とする。
	

	
	建具金物
	・種類及び大きさは、各建具の重量、面積及び構造等に応じて定める。
・建具の必要な箇所には施錠を施し、施錠方式はマスターキー方式とする。
・外部扉には、十分な強度を有するあおり止めを設ける。
・防臭または騒音対策の必要な箇所にはグレモン錠を使用する。なお、開閉方法を明記する。
	

	
	ブラインド等
	・居室には原則としてブラインドを設置するものとし、各室（スペース）の用途等により材質及び構造等を定める。ブラインドの設置を要求しない諸室についてはカーテンを設ける。
・ブラインドはブラインドボックス内に納める。
	

	
	ガラス
	・フロート板ガラスを標準とし、建具の額に入れるものは型板ガラス、居室等で外気に面する箇所はLow-E複層ガラス、玄関及び浴室等人体が衝突するおそれのある箇所は強化ガラスを標準とし、衝突防止表示を行う。防火上必要な箇所は網入りガラスとする。なお、工場棟見学者廊下の見学用窓は強化ガラス（必要に応じて耐熱強化ガラス）とする。
また、外部に面するガラスについては飛散防止フィルムを張るものとし、加えて建物の東面と南面のガラスについては、遮熱性のあるフィルムを張ること。

	

	
	

	一般構造
	各種金属

	
	エレクションハッチ蓋
	・機材搬入の必要な床に設け、適切な重量とするため短辺方向に架け渡す数枚のパネルで構成する。
・蓋は鋼製を標準とし、用途に応じた設計耐荷重を設定する。有害なたわみが生じない構造とする。
・重量のある蓋の開閉は上部に設ける電動ホイスト等により行えるよう配慮し、適切な箇所に埋め込み式の引手を設ける。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	吊　環
	・屋根及び外壁面(ガラス等)の清掃及び補修等を行うため、屋上パラペット或いは棟等の適切な箇所に設ける。
・吊環固定側のパラペット或いは棟等の耐久性、強度を確保すること。
・吊環の間隔は5ｍ程度とする。
・吊環は径19mm、外径130mm程度とし、ゴンドラ等の吊下げ荷重に十分耐えうる構造及び取り付け方法とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	タラップ
	・槽内部を除き、原則としてタラップによる昇降は行わない。
・タラップはステンレス、または、樹脂被覆製を標準とし、径22mm、踏子間隔は350mm程度とする。躯体埋め込みの場合はコンクリート打設前に設置する。
	

	
	ピット蓋
	・配線用ピット等の蓋は、厚さ4.5mm以上の鋼板製を標準とする。
・周囲の床にマッチした仕上げとする。蓋または枠は緩衝材付とする。
・把手は埋込式とし、適切な箇所に設ける。
・蓋受け部分に枠を設ける。
	

	
	点検口
	・点検及び修理のため適切な位置に設ける。
・点検口の大きさは600mm角(または、600φ)以上とし、人の出入りが容易な大きさを確保する。ただし、補修要員等が内部に入る際に汚染防護服着用が必要な箇所については、これを考慮し余裕を持たせる。
・天井及び壁面の点検口裏は配線、配管、ダクトの類により点検口使用の支障にならないよう建築設備設計者と十分調整して設ける。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	マンホール
	・マンホールの径は、φ600mm以上とし、人の出入りが容易な大きさを確保する。ただし、補修要員等が内部に入る際に汚染防護服着用が必要な箇所については、これを考慮し余裕をもたせる。
・防臭対策を必要とする箇所は、防臭型とする。
	

	一般構造
	排水溝蓋
	・蓋は、設置場所に応じてグレーチング、鋳鉄格子蓋等を使用する。
・車両が通行する箇所は十分な強度を有する構造とし、連結を行えるものとする。
鋼板製とする場合は、埋込把手付とする。
	

	
	樋
	・原則として外樋とし、建物北側及び西側のルーバー非設置範囲に設置する計画とすること。ただし、やむを得ず建物南側・東側に雨樋を設ける場合に限り内樋も可とするが、内樋となる部分については、横引きは極力無いものとし、かつ定期的なメンテナンスが可能であること。
・傾斜屋根とする場合の軒樋は、落ち葉等が入り難い構造とする。
・竪樋の材質は、カラー塩化ビニル製とし、外壁塗装色に合わせる。また、掴み金物はステンレス製とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	ルーフドレイン
	・材質はステンレス鋳鋼製等とする。
・形状は屋根の防水等に応じて定める。
	

	
	クレーンランウェイガーダ
	・ごみクレーン、灰クレーン、発電機室の天井クレーンのレールを支持するため、クレーンランウェイガーダを設ける。
	

	
	既製品等

	
	湯沸かしコーナ
	・湯沸室及び湯沸コーナに設ける湯沸セットは流し台、調理器台（電磁調理器）、吊戸棚、水切棚及びレンジフードを標準とする。事務室近傍に設ける箇所は障がい者対応型とする。
	

	
	洗面化粧台
	・湯水混合水栓、化粧鏡、石けん入れ、照明、コンセント及びタオル掛けを標準装備とする。
	

	
	洗面器
	・居室エリアの洗面器はカウンターはめ込み洗面器とし、湯水混合水栓、化粧鏡及び水石けん入れを標準装備とする。
・多目的便所に設けるものは手すり付とする。
	

	
	地流し及び靴洗い場
	・地流しは洗浄水栓を設ける室に設ける。
・靴洗い場は周辺環境に調和した意匠とする。
・排水ドレン管には水かえりトラップを設け防臭する。
	

	
	飲料用冷水器
	・飲料用の冷水機を適宜設ける。
	

	
	ホワイトボード、掲示板
	・スチール製ホワイトボード1800mm×900mmを標準とする。
・掲示板は、ナイロンラシャ（アルミ枠）程度、1800mm×900mmを標準とする。
	

	一般構造
	案内板等
	・見学者動線上のエレベータホール及び廊下等適切な箇所に平面・断面図等を用いて見学順路等を明示した案内板を触地図（見学者用は点字表記する）を兼ねて設ける。
・見学者案内表示（案内板・床表示・手すり等）の色彩等は、総合的なデザイン計画を立て、それに基づいて定める。
・エレベータホール及び炉室内の出入口付近等に階数表示板を設ける。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	室名札
	・各室には、室名札を取付ける。
・アクリル製250mm×60mm×4mm程度を標準とする。
・見学窓には、見学者用の室名表示板を設ける。
・便所、湯沸室、階段室等の室名は、ピクトサインとする。
・取付金物は、ステンレス製とする。
	

	
	施設名板
	・正面玄関には施設名板を取付ける。工場棟、管理棟を別棟とする場合は各々設ける。
・本体及び取付金物は、ステンレス製とする。
	

	
	資材棚等
	・倉庫に資材棚を設け転倒防止として固定する。
・室の形状及び使用用途等に応じて設置する。
	

	
	その他

	
	槽類及び防液（油）堤
	・RC造の槽類の防水は、コンクリート躯体で止水するものとし、防水剤は補助として使用する。
・RC造の槽類及び防液（油）堤の内面は無機質浸透性塗布防水（躯体防水）程度の防水を行う。
・耐薬品性及び耐熱性を必要とする箇所は耐薬品性塗装、または、ライニング仕上げとする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	排水溝
	・排水溝は各室の機能に応じ、水勾配及び深さを定め、沈殿物の除去が容易な溝幅を確保する。
・プラットホーム等、ごみ、または泥等が多量に堆積する箇所には泥溜、またはごみ受けかご（ステンレス製）等を設置する。
・排水溝及び枡は浸透性塗布防水程度の塗装をする。
・必要に応じて、耐薬品性及び耐熱性を有する塗装をする。
	

	一般構造
	吸音材
	・屋内に使用するものはグラスウール相当とし、使用箇所に応じて厚さ等を定める。
・屋外に使用するものは耐候性を有する材料を使用する。
	

	
	周壁・遮へい壁
	・大型の機器を屋上に設置する場合は、遮音性を有する周壁・遮へい壁を設ける。
・周壁・遮へい壁の内側には必要に応じて、吸音パネルを張りつける等の騒音対策を行う。
・屋上などの外部に設ける支持架構は溶融亜鉛メッキを施す。
	

	
	露出配管、配線
	・居室及び廊下等、壁及び天井を仕上げた室（スペース）では、露出配管及び配線とならないよう設備工事設計者と調整して施工工程を計画する。
	

	
	担架及び収納スペース
	・担架の収納は壁埋込み式とする。
・設置箇所数は協議により定める。
・案内板などに設置箇所を表示する。
	

	
	管理用諸室及び付属施設

	
	OAフロア
	・設置する機器重量及び機能性に応じて、強度及び内法高さ等を定める。
	

	
	内　　壁
	・居室等の内壁は、軽量鉄鋼＋ボード等の採用も可とするが、防音対策には十分配慮すること。
・必要に応じて、遮音性または耐水性を有する材料及び工法とする。
	

	
	扉
	・扉及び枠はアルミ製・スチール製を標準とする。アルミ製を採用する箇所は居室関係に断熱性を考慮して適用する（軽量スチール断熱扉も可）。
・居室の扉有効寸法は、両開き：H＝2.1m、W＝1.8mまたは親子：H＝2.1m、W＝1.2mを標準とし、額付（型板ガラス厚4mm程度）とする。
・その他の室の扉は、室の用途・規模・形状等に応じて、両開き：H＝2.1m、W＝1.6m、親子：H＝2.1m、W＝1.2mまたは片開き：W＝2.1m、W＝0.9mを標準とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	窓
	・居室の窓は開口面積を極力広くし、腰高は0.9m程度とする。
	

	
	建具
	・扉はストップ付ドアチェック、モノロックシリンダ錠及びフランス落しを標準装備とする。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	土木建築工事
	
	

	２．建築工事
	仕上げ計画
	

	項        目
	要求水準等
	　　社仕様内容

	外部仕上
	・ファサード計画に当たっては、2-1-4.外観デザイン・景観・緑化計画にて示した景観デザインの指針に基づき、添付資料-15に示す「パース図（参考）」のイメージを実現するものとする。
・外壁の塗料等は、外観を長期間にわたり良好に維持できる材料（光触媒等）を採用すること。
・材料は経年変化が少なく、美観性、耐久性の高いものとする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	内部仕上
	・
各部屋の機能、用途に応じて必要な仕上げを行う。
・薬品、油脂類の取扱い、水洗等それぞれの用途に応じて必要な仕上げ計画を採用し、温度、湿度等環境の状況も十分考慮する。
・内部仕上の計画は建築仕上げ表に記載する。
・プラットホームや工場棟作業エリア等に面した便所（屋外含む）の床は湿式とする。その他は乾式を原則とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	屋外仕様
	・施設配置計画に当たっては、風向、風速について考慮する。
・屋根、壁の材料、外壁、鉄骨、金物類に使用する塗料等は、対候性を考慮して選定する。
・外部に面する建具、屋根に設ける階段・タラップ等は、ステンレス製等の重耐塩性の良好な材料を使用する。
・屋外設置の機器には、重耐塩性の良好な材料で囲いを設ける。また、設備の材料は、重耐塩性の良好なものを使用する。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	凍結防止対策
	・施設配置計画にあたっては、特に冬期における風向・風速について考慮する。
・建築物の基礎底盤は、凍結帯より下部に設ける。また、凍結帯に設ける鉄筋コンクリート部分は、鉄筋のかぶり厚さを増す等、構造上の配慮をする。
・屋根、壁、雨樋の材料は、積雪及び凍結を考慮して選定する。
・建築設備の機器及び配管は、凍結対策に配慮する。
	

	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	土木建築工事
	
	

	２．建築工事
	建築仕様
	

	項        目
	要求水準等
	　　社仕様内容

	ごみ焼却施設工場棟
	構造
	
	　　

	
	外壁
	
	　　

	
	屋根
	
	　　

	
	建具
	
	

	
	①扉
	
	　　

	
	②窓
	
	　　

	
	③雨樋
	
	　　

	
	④シャッター
	
	　　

	
	建屋規模
	
	

	
	①建築面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	②延床面積
	　　㎡　地下水槽類は除く。
	　　㎡　地下水槽類は除く。

	
	③軒高
	　　m
	　　m

	
	室内仕上
	機械設備は原則として建屋内に収納するものとし、見学者廊下、騒音・振動の発生が予想される室、発熱のある室、床洗の必要な室等必要に応じた最適な仕上げとする。
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	リサイクル施設工場棟
	構造
	
	　　

	
	外壁
	
	　　

	
	屋根
	
	　　

	
	建具
	
	

	
	①扉
	
	　　

	
	②窓
	
	　　

	
	③雨樋
	
	　　

	
	④シャッター
	
	　　

	
	建屋規模
	
	

	
	①建築面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	②延床面積
	　　㎡　地下水槽類は除く。
	　　㎡　地下水槽類は除く。

	
	③軒高
	　　m
	　　m

	
	室内仕上
	機械設備は原則として建屋内に収納するものとし、見学者廊下、騒音・振動の発生が予想される室、発熱のある室、床洗の必要な室等必要に応じた最適な仕上げとする。
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	自己搬入ヤード
	構造
	
	　　

	
	外壁
	
	　　

	
	屋根
	
	　　

	
	建具
	
	

	
	①扉
	
	　　

	
	②窓
	
	　　

	
	③雨樋
	　　　垂直に配置する雨樋は、伸縮継手を使用する。
	　　

	
	建屋規模
	
	

	
	①建築面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	②延床面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	③軒高
	　　m
	　　m

	
	室内仕上
	
	　　

	管理棟
	構造
	
	　　

	
	外壁
	
	　　

	
	屋根
	
	　　

	
	建具
	
	

	
	①扉
	
	　　

	
	②窓
	
	　　

	
	③雨樋
	　垂直に配置する雨樋は、伸縮継手を使用する。
	　　

	
	建屋規模
	
	

	
	①建築面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	②延床面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	③軒高
	　　m
	　　m

	
	室内仕上
	
	　　

	クリーンセンター管理事務所棟
	構造
	
	　　

	
	外壁
	
	　　

	
	屋根
	
	　　

	
	建具
	
	

	
	①扉
	
	　　

	
	②窓
	
	　　

	
	③雨樋
	　垂直に配置する雨樋は、伸縮継手を使用する。
	　　

	
	建屋規模
	
	

	
	①建築面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	②延床面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	③軒高
	　　m
	　　m

	
	室内仕上
	
	　　

	計量棟
	構造
	
	

	
	外壁
	
	

	
	屋根
	
	

	
	建具
	
	

	
	建屋規模
	
	

	
	①建築面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	②延床面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	③軒高
	　　m
	　　m

	
	室内仕上
	
	

	
	その他
	
	

	洗車場
	構造
	
	

	
	外壁
	
	

	
	屋根
	
	

	
	建具
	
	

	
	建屋規模
	
	

	
	①建築面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	②延床面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	③軒高
	　　m
	　　m

	
	室内仕上
	
	

	
	その他
	
	


	土木建築工事
	
	

	３．土木工事及び外構工事
	
	

	項        目
	要求水準等
	　　社仕様内容

	土木工事
	敷地造成工事
	・敷地造成工事は本市が別途工事として発注する予定である。
・敷地造成工事の工期は、令和5年10月中旬～令和8年3月末を予定している。敷地は令和8年4月に設計施工事業者へ引渡す。
	　　

	
	整地工事
	・掘削工事及び山留め工事については、施工に先立ち施工計画書を提出し本市の承諾を得ること。
	　　

	
	山留・掘削
	・掘削工事及び山留め工事については、施工に先立ち施工計画書を提出し本市の承諾を得ること。
	　　

	
	準備工事等
	・草木類の伐採除根など必要な準備工事を行う。
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	敷地内外構工事
	外構施設については敷地の地形、土質、周辺環境との調和を考慮した合理的な配置設備仕様とし、施工及び維持管理の容易さ、経済性等を検討した計画とする。また、敷地内の緑化は、「沼津市景観条例」及び「沼津市景観計画」等に基づき行うものとする。
また、敷地東側の市道側の法肩部分にはガードレール等の転落防止を施すほか、敷地外からの景観を良好とするために植栽などの緑化を施すこと。
	　　

	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	
	

	敷地進入退出道路・場内道路工事
	計画概要
	・搬入退出車、メンテナンス車、薬品等運搬車の通行する場内道路は、一方通行を原則とし、道路種別毎の有効幅員等は「5-1-3．施設配置計画」に準じて計画する。
・十分な強度と耐久性をもつものとし、無理の無い動線計画とする。
・必要個所に白線引き、道路標識、車両誘導標識、車両誘導用カラー舗装を設け車両の交通安全を図る。
・その他要求水準書に指定するもの。
	　　

	
	設計・施工範囲
	設計・施工する道路の範囲は添付資料-2（工事区域）による。また、同区域外であっても、本件工事の実施に際して補強・復旧が必要な工事は範囲内とする。
・場内道路
①
搬出入車用道路
②
歩道
③
工場棟周回道路（メンテナンス車用含む）
④
その他車道（一般来場者用等）
・その他要求水準書に指定するもの。
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	場内雨水排水設備工事
	計画概要
	敷地内に適切な排水設備を設けるものとし、位置、寸法、勾配、耐圧に注意し、不等沈下・漏水のない計画とする。
	　　

	
	施工範囲
	設計・施工する範囲は添付資料-2（工事区域）によるものとし、敷地全体の外周部に施工する雨水排水設備は、本市で予め行う敷地造成工事の際に施工を行うものとする。敷地内排水については、本市で予め設置する雨水桝へ接続するよう検討を行うこと。これによりがたい場合は、排水路上に新たな雨水桝を設置することも可とする。
なお、本件工事で同区域内に新設する工作物等や場内道路等の設計・施工に係り、必要となる雨水排水設備は、区域外であっても本件工事の設計・施工範囲とする。
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	
	
	

	構内照明設備工事
	計画概要
	敷地内は、夜間でも安全に通行できるよう、入口門から玄関、駐車場及び敷地内周囲に適切な照明設備を設ける。構内照明は終夜灯及び半夜灯を適切に配置し自動点滅とする。なお、中央制御室からの点滅操作が可能とする。また、照明器具の取替えを考慮した形式とする。
	

	
	施工範囲
	設計・施工する範囲は添付資料-2（工事区域）による。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	駐車場工事
	計画概要及び施工範囲
	駐車場は運営管理事業者用に必要台数、来客車用に普通車10台、身体障がい者用2台、大型バス用3台を設けるものとする。ただし、稀に大型バスが5台来場するケースがあるため、残る2台を駐車可能な余剰スペースを確保しておくこと。
また、障がい者マーク及びライン引きを施工する。歩行者動線を確保し、極力、ごみ搬入車動線と交錯しないよう配慮する。
本市職員用の駐車場については工事区域外（敷地北側）に本市が別途工事で施工する。本件工事においては、当該本市駐車場から敷地へ移動するための歩道（階段含む）を北側法面部に施工するものとし、クリーンセンター管理事務所棟へ敷地内を安全に移動するための歩道等を施工すること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	駐輪場工事
	計画概要及び施工範囲
	運営管理業務従事者用、本市職員用の駐輪場を各々設けるものとする。駐輪場には雨除け用の屋根を設ける。歩行者動線を確保し、極力、ごみ搬入車動線と交錯しないよう配慮する。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	
	
	

	門・囲障工事
	計画概要及び施工範囲
	耐久性・美観等に配慮し、門柱を搬入車両入口に設け門扉・フェンス等を配置する。
レール等に雨水が溜まらない構造とする。安全対策として、進入退出時に通行者等を視認できるよう門柱は余り高くしない。郵便ポスト(新聞受けを兼ねる)を設ける。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	植栽・芝張工事
	計画概要
	原則として敷地内空地は高木・中木・低木・芝張り等により良好な環境の維持に努めるとともに、敷地全体の緑被率向上に努める。
植生は地域の条件に合致したものとする。
	

	
	設計・施工範囲
	設計・施工する範囲は添付資料-2（工事区域）による。
(1)植栽計画
(2)新規植栽
(3)屋上緑化（必要に応じて）
(4)壁面緑化（必要に応じて）
	

	
	植栽計画
	・新規植栽、屋上緑化、壁面緑化にあたっては、植栽計画書を作成し、本市の承諾を得ること。
・敷地東側造成法面（本市施工部分）での表層流出防止対策としての新規植栽も施工範囲に含むこと。
	

	
	新規植栽
	・樹木の生育に適するように土壌の耕運、客土及び有機質土壌改良剤等による土壌改良を行うこと。また、排水不良による加湿害や盛土害がある場合は、排水性、通気性を改善するための有効な対策を行うこと。樹木生育の妨げとなる不良な土壌、瓦礫及び路盤材等は撤去・処分し、畑土(黒土)に置き換えること。
・移植樹木は、あらかじめ適期に根回し工事を行うこと。移植樹木には、支柱（控木）を設置すること。
	

	
	屋上緑化（必要に応じて実施する）
	・立地条件、永続性な利用・管理ができることに留意し、理念(コンセプト)をもった計画・設計とする、なお、地被類のうちセダムは採用しない。
・日常管理は省力化できるように構造等の工夫を行う。
・画・設計段階において維持管理レベルを想定し、最低灌水量や灌水頻度等を明確にする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	植栽・芝張工事
	壁面緑化（必要に応じて実施する）
	・屋上緑化に準拠して計画・設計すること。
・支持基盤及び壁面緑化資材は、耐久性、強度及び安全性について十分精査して選定すること。
・栽基盤から地上部への落水防止対策をすること。
・植栽樹木は、ツル植物のうち、維持管理が容易で、面的な被覆が早期に可能な種類を選定し、複数の樹種によるものとする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	その他
	・工事期間中の植栽した樹木の剪定、除草及び害虫対策は設計施工事業者の責任で行うこと。
・新規に植栽した樹木等は、竣工後1年間の枯れ保証の対象とする。また、塩害、干害、風水害に起因するものであっても、立ち枯れしたものは枯れ保証（植え替え）の対象とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	その他工事
	看板塔工事
	看板塔は本件施設の位置及び受付窓口の位置を案内する看板塔として3ｍ×6ｍ程度の大きさとし、耐久性、意匠に優れたものとする。設置箇所は、正門入口付近に設ける。
	

	
	案内板工事
	施設全体を表示して目的とする施設への案内表示を施すものとし、耐久性、美観等に配慮したものとする。設置箇所は正門入口付近、入口計量機傍、管理棟玄関ホール、クリーンセンター管理事務所棟、その他の計5箇所とする。
	

	
	標識工事
	敷地進入道路が複数車線化または行き先が分離する箇所に標識を設置する。標識には、進入側車線、退出側車線にそれぞれ車両誘導案内を表示する。標識の設計・施工にあたっては、耐風圧、耐震に十分に配慮した構造とすること。
	

	
	サイン工事
	場内道路の各所にサイン工事を施すこと。また、余熱利用施設への誤侵入を防止するために敷地入口から計量機までの道路にはカラー舗装を施すとともに計量機を通過した後にも各々の荷下し先（各プラットホーム、自己搬入ヤード）が分かるように道路にカラー舗装を施すこと。なお、カラー舗装の周辺に行先が明らかとなるような案内看板を設置すること。その他、必要に応じてカーブミラーを設置すること。
	

	
	その他
	施設に必要な施設銘板・融資表示板・定礎・その他を設ける。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	杭工事
	杭打工法
	　　工法
	　　工法

	
	杭　　長
	　　m
	　　m

	
	杭材質
	　　杭
	　　杭

	
	杭　　径
	φ　　mm
	φ　　mm

	
	本　　数
	　　本
	　　本

	場内道路工事
	構造
	アスファルト舗装
	　　

	
	舗装面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	舗装仕様（施工前にはCBR試験を実施して最終仕様を決定する。）
	
	

	
	設計CBR
	　　
	　　

	
	舗装厚
	　　cm
	　　cm

	
	路盤厚
	　　cm
	　　cm

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	場内道路工事
（（歩道部）
	構造
	カラーアスファルト舗装
	　　

	
	舗装面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	舗装仕様
	
	

	
	表層
	　　cm
	　　cm

	
	路盤工
	　　cm
	　　cm

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	場内雨水排出工事
	排水溝
	Ｕ字側溝他
	

	
	排水管
	VP管、ヒューム管
	

	
	付属設備
	会所桝、溝蓋等
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	駐車場工事
	構　　造
	アスファルト舗装
	

	
	台　　数
	乗用車用　10台
大型バス用　3台
障がい者用　2台
	乗用車用　　台
大型バス用　　台
障がい者用　　台

	
	面　　積
	　　㎡
	　　㎡

	
	舗装厚
	　　cm
	　　

	
	路盤厚
	　　cm
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	駐輪場工事
	構　　造
	
	　　

	
	台　　数
	　　台
	　　台

	
	面　　積
	　　㎡
	　　㎡

	
	屋　　根
	
	　　

	門・囲障工事
	門　　柱
	
	

	
	ア.基数
	　　基
	　　基

	
	イ.構造
	　　
	　　

	
	ウ.仕上
	　　
	　　

	
	エ.高さ
	　　m
	　　m

	
	オ.付属品
	　　
	　　

	
	門　　扉
	
	

	
	ア.形式
	　　
	　　

	
	イ.材質
	ステンレス製
	　　

	
	ウ.操作方法
	　　
	　　

	
	エ.高さ
	　　m
	　　m

	
	オ.有効幅員
	　　m
	　　m

	
	フェンス
	
	

	
	ア.形式
	　　
	　　

	
	イ.材料
	　　
	　　

	
	ウ.高さ
	　　m
	　　m

	
	エ.延長
	　　m
	　　m

	
	オ.付属品
	出入口扉・他
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	植栽芝張り工事
	植栽面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	植栽仕様
	
	

	
	ア.芝張り
	芝の種類　　
面積　　㎡
	芝の種類　　
面積　　㎡

	
	イ.高木
	樹種　　
面積　　㎡
	樹種　　
面積　　㎡

	
	ウ.中木
	樹種　　
面積　　㎡
	樹種　　
面積　　㎡

	
	エ.低木
	樹種　　
面積　　㎡
	樹種　　
面積　　㎡


	土木建築工事
	
	

	４．建築機械設備
	
	

	項        目
	要求水準等
	　　社仕様内容

	空気調和設備
	空調方式
	・室の用途により使用時間別にゾーニングを行う。
・ゾーニングは、24時間、8時間及び随時の３系統とする。
・主冷暖房は、原則として空冷ヒートポンプパッケージ型空気調和機（空調を行う室及びエリア）、または空冷式ヒートポンプパッケージエアコン（冷暖房を行う室及びエリア）とし、必要に応じて冷房専用パッケージエアコン、スポットエアコンを設ける。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	設計条件
	
	

	
	（1）一般的な居室
	
	

	
	・夏季
	外気温度：　　℃
外気湿度：　　％
室内温度：26℃程度
室内湿度：50％程度
	外気温度：　　℃
外気湿度：　　％
室内温度：　　℃
室内湿度：　　％

	
	・冬季
	外気温度：　　℃
外気湿度：　　％
室内温度：22℃程度
室内湿度：40％程度
	外気温度：　　℃
外気湿度：　　％
室内温度：　　℃
室内湿度：　　％

	
	（2）電算機室及びサーバ室等
	
	

	
	・電算機室温湿度条件
	乾球温度：24℃
相対湿度：45％
	乾球温度：　　℃
相対湿度：　　％

	
	・フリーアクセスフロア内温湿度条件（吹出温度）
	乾球温度：18℃
相対湿度：65％
	乾球温度：　　℃
相対湿度：　　％

	
	（3）設計用室内条件
	・各種事務室、会議室、見学者廊下及びホール、中央制御室、中央操作室、各種休憩室、計量棟計量室、プラットホーム監視室等の居室の外気取入れ風量は30m3/h・人を最小単位として、適切な換気回数を計画する。
・工作室は全量換気を原則とする。
・ファンコイル等を設ける場合は外気取入れを行う。
	

	
	（4）熱源
	・暖房用熱源－温水、電気式またはガス式
・冷房用熱源－電気式またはガス式
	

	
	（5）配管
	・冷温水配管は、2管式とする。また、室別負荷を考慮し合理的な系統（ポンプを含む）とし、冷温水配管は、閉回路とする。なお、閉回路系統には水抜き配管を設ける。
・各配管系統の途中には、空気溜りを除くため、必要箇所に自動空気弁及び自動空気抜弁用ドレン配管を設ける。
・必要に応じてスケール等の防止対策を行う。
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	空気調和設備
	（6）風道及び付属器具
	
	

	
	①吸気口、排気口及び吹出し口
	・吸気口は、車の排ガス、プラント機器からの排気及び冷却塔からの飛散水滴を吸気しないような位置に設ける。また、防鳥対策を行う。
・排気口及び吹出し口は、室の使用目的に応じた材質・形状とし、放熱機器、気流分布を考慮して適切に配置する。また、外壁に設けるガラリは壁面の汚れ防止を考慮するとともに、ベントキャップ、フード類等は低圧損型とし、雨水の浸入を防ぎ、耐食性に優れるものとする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	②ダンパ
	・防煙ダンパ及び防火防煙ダンパの復帰は、原則として中央制御室で可能とする。
・必要に応じてピストンダンパを設ける。
・粉じん、湿気のある空気中に使用する場合には、ころがり軸受（無給油形）を使用する等開閉が確実にできるようにする。
・モータダンパの軸受は、密閉構造のものを使用する。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	換気設備
	換気方式
	・各諸室は、必要に応じて第一種換気、第二種換気、第三種換気、自然換気を計画する。
・腐食性ガス及び水蒸気の排気並びに有害ガスが発生するおそれのある箇所（工作室・検査室等）は、原則として局所排気とする。
・電気関係諸室は、原則として粉じんを考慮した第一種換気とする。
・浴室の換気設備はタイマ付きとし、個別に制御可能とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	換気風量

	
	工場関係諸室
	
	

	
	・地下室
	30m3/h・㎡以上
	　　m3/h・㎡以上

	
	・炉室、ホッパステージ前室及び準備室、集じん灰処理室、発電機室（タービン発電機、非常用電源）、排水処理設備室、工作室、排ガス処理装置室
	10回/h以上
	　　回/h以上

	
	・灰ピット
	2回/h以上
	　　回/h以上

	
	・機械関係諸室、電気関係諸室、通路、ホール
	5回/h以上
	　　回/h以上

	
	・薬品庫、倉庫、予備品庫
	4回/h以上
	　　回/h以上

	
	・油圧装置室等
	法令による
	　　

	
	
	
	

	換気設備
	管理諸室
	
	

	
	・洗濯室、浴室、便所
	10回/h以上
	　　回/h以上

	
	・湯沸室
	5回/h以上
	　　回/h以上

	
	・空調機械室
	5回/h以上
	　　回/h以上

	
	・書庫等
	4回/h以上
	　　回/h以上

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	給排水衛生設備
	給水設備

	
	用途
	
	

	
	生活用水
	飲料用、洗面用、浴室用
	

	
	プラント用水
	床洗浄用、散水用、機器冷却用等
	

	
	給水量
	
	

	
	①本市職員等の施設内従事者
	200ﾘｯﾄﾙ／日・人（8時間）
	　　ﾘｯﾄﾙ／日・人（8時間）

	
	②運営管理業務の従事者
	日勤班、直班の別に計画する
	　　

	
	③見学者・来場者等
	30ﾘｯﾄﾙ／日・人（3時間）
	　　ﾘｯﾄﾙ／日・人（３時間）

	
	④プラント用水
	プラント計画による
	　　

	
	⑤その他
	プラント計画による
	　　

	
	給水方式
	・プラント用水の給水方式は、重力給水方式を原則とする。
・生活用水の給水方式は、受水槽＋加圧給水ポンプ方式とする。
	

	
	配管
	・器具等の所要水圧を確保する。
・配管口径は、器具給水負荷単位により設定し、原則として20mm以上とする。ただし、工場棟内等の床洗浄用水栓配管は、水量・水圧確保のため、これによらず末端配管の口径を決定すること。

・後日の配管工事の容易性を考慮し、適所にバルブを設ける。
・工場棟内などで意匠の考慮が不要な場所は、維持管理性を考慮し露出配管とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	うがい器及び洗眼器
	主要構造部は「給水装置の構造及び材質に関する省令」(平成9年3月19日厚生省令第14号)に適合するものとし、必要な箇所へ設ける。
	

	
	雑散水栓
	
	

	
	①掃除用放水口
	プラットホームに掃除用散水栓を設ける。専用ホースによる散水でプラットホーム清掃・洗浄が可能な水量を確保する。ノズル付専用ホース及びホースドラム及び格納箱を必要数設置する。
	

	給排水衛生設備
	②外構散水、植栽散水
	建築外構計画及び植栽計画をもとに散水栓及び自動散水栓を設ける。散水栓はキー式とする。なお、送水圧力が不足する場合は、加圧ポンプ等を設ける。
	

	
	③床洗浄用水栓
	電気室、中央制御室、管理諸室等の居室等を除くプラント諸室・建築機械室などには、原則として床洗浄用水栓を設け、排水を考慮する。水栓は、カップリング付胴長横水栓(20mm)とし、作業用ホース及びホース架けを設ける。
	

	
	引込み用量水器及び流量積算計
	引込み用量水器及び流量積算計を必要な箇所に設ける。
	

	
	給湯設備

	
	給湯方式
	・飲料用及び手洗い用以外の給湯は、原則、集中給湯方式とする。
・飲料用及び手洗い用は、湯沸器による個別給湯方式でもよい。
	

	
	配管方式
	
	

	
	①浴室用、洗濯用、手洗用等
	強制循環往復2管方式
	　　

	
	②飲料用
	　　
	　　

	
	給湯配管
	・器具等の所要水圧を確保する。
・配管最小口径は、原則として20mmとする。

・空気抜きとして、自動空気抜弁、または、膨張水槽を使用する。
・飲料用を除く給湯温度は60℃程度（給水温度5℃）とし、温水タンクへの返湯は、5℃程度の温度降下を目処とする。
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	衛生器具
	衛生器具は規格品とする。
・洗面化粧台及び洗面器の給水栓は省エネタイプの自動水栓とする。
・便所にはエアータオルを設ける。
・小便器は洗浄水節約装置付とする。
・大便器はサイホンゼット、節水型フラッシュバルブを基本とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	
	
	

	給排水衛生設備
	排水設備

	
	排水場所
	・計量機ピット、プラットホーム、床洗浄、洗車場等で油分を含む可能性のある排水はスクリーン及びオイルトラップを介してプラント排水処理設備へ導く。
・灰、粉じん、薬品が混入するおそれがある床排水等はプラント排水処理設備へ導く。
・屋根の雨水は、縦樋から適宜まとめて雨水桝を経由し、雨水貯留槽へ導く。
	

	
	管径
	・雨水排水管の管径は、降雨強度により決定する。
・汚水管及び雑排水管の管径は、原則として各器具の排水負荷により決定する。
・下水道流入管へのつなぎ込みは、プラント、建築設備、外構の諸計画を含めて容量・管径を算定する。
	

	
	排水貯槽
	
	

	
	①形式
	RC造
	

	
	②設置箇所
	ポンプアップを必要とする箇所には排水貯槽を設ける。
（例：洗車排水槽、地階排水槽など）
	

	
	③容量
	1時間当たり流入量の1時間分以上とする。また、一時的に大量の排水が流入する排水貯槽の容量は、その時の流入量による。
	

	
	④その他
	液面上限警報を中央制御室へ発報する。
	

	
	排水ポンプ、汚水ポンプ
	
	

	
	①形式
	汚水、汚物、スラリー等の流体性状を想定した形式とする。
	

	
	②数量
	各2台（交互運転）
	

	
	③運転方式
	自動交互運転とし、非常時（槽満水時など）には2台同時運転とする。
	

	
	④容量
	満水時の排水貯槽を、15分間程度で排水できる仕様とする。
	

	
	桝
	・桝の底部は、現場打ちコンクリートとする。Ａ型桝及びＣ型桝の側溝接続部は防水モルタル塗りとする。
・深さ900mm以上の桝には、足掛け金物（ステンレス又は樹脂被覆製）を設ける。

・桝蓋は、外圧に対して十分な強度を有するものとする。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	
	
	

	消火設備
	消火栓設備
	・補給用水槽、補給用ポンプ等を設ける場合には、凍結防止対策を行う。
・消火栓箱は、発信器組込型とする。
	

	
	消火器
	・屋外に設置する消火器は、専用の格納箱に設け、地震時の転倒防止対策を行う。
・識別標識により、消火器の適用性を表示する。
・消火器は、原則として壁埋め込み方式とする。
	

	
	放水銃装置
	
	

	
	（1）形式
	固定型電動式自動放水銃
	

	
	（2）数量
	ごみピット全面をカバーできる数量とする。
	

	
	（3）構造
	65mm放水銃（ノズル19mm）とする。
	

	
	（4）その他
	・放水銃は、ごみピット全体をカバーできる位置に設置するものとし２基以上を設ける。
・操作場所は、ごみクレーン制御室内に設け、ノズル操作が確実に行える場所とする。
・機器操作や点検が容易なものとする。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	消防施設等
	消防水利の設置
	・耐震性貯水槽（40㎥以上）を設置すること。
・耐震性貯水槽は、施工区域を下記数値内で包含するように設置すること。
近隣商業地域、商業地域、工業地域、工業専用地域（半径100m）
その他（半径120m）
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	消防施設等
	中高層建築物に対する消防施設
	建築物が4階以上（4階相当の高さの建築物を含む。）となる場合は、はしご車の架梯場所及びその他の消防車が部署できる場所を確保するほか、下記のとおりとすること。

・工区域内の道路幅員（6ｍ）を確保すること。

・施工区域内の道路は、はしご車の荷重（22ｔ）に耐えられること。

・道路が同一面で交差・接続・屈曲する箇所の隅切りを行うこと。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ガス設備
	供給場所
	
	　　

	
	ガス漏れ警報器設置箇所
	
	　　

	エレベータ設備
	形式
	
	

	
	（1）作業用エレベータ
	人荷用エレベータ
	

	
	（2）工場棟見学者用エレベータ
	乗用エレベータ
	

	
	（3）管理棟来客者用エレベータ
	乗用エレベータ
	

	
	数量
	
	

	
	（1）作業用エレベータ
	1基以上
	

	
	（2）工場棟見学者用エレベータ
	　　基（機械室レス）（必要に応じて）
	

	
	（3）見学者用エレベータ
	　　基（機械室レス）（必要に応じて）
	

	
	（4）来客者用エレベータ
	　　基（機械室レス）（必要に応じて）
	

	
	停止階
	各　階
	

	
	主要項目
	
	

	
	（1）積載人員
	工場棟見学者用エレベータ　24名

管理棟来客者用エレベータ　24名
	工場棟見学者用エレベータ　名
管理棟来客者用エレベータ　名

	
	（2）積載重量
	作業用エレベータ　1,350kg以上
	作業用エレベータ　　　kg以上

	
	（3）速度
	60m/min以上
	　　m/min以上

	
	（4）操作方式
	全自動
	

	
	（5）制御方式
	インバータ制御
	

	
	（6）その他
	・エレベータかご寸法はJISA4301に準拠し、製作者が意匠、仕様を標準化したものとする。

・昇降機耐震設計・施工指針(一般社団法人　日本エレベータ協会)に基づく耐震計算書を提出する。

・かごは損傷防護用保護シート付きとし、扉は2枚引戸で開口寸法は1,000mm以上とする。かごの開口寸法、奥行き、扉の幅は、エレベータの用途に応じて計画する。ストレッチャー対応とする。

・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	エレベータ管理
	
	

	
	（1）災害時
	・地震時は、最寄階停止とし、再起動は中央制御室その他からの操作による。
・感震器を取付け、中央制御室その他でその操作状態を確認できるものとする。
・火災時は、避難階に直行し停止する。ただし、同時に地震が発生した時は上記①による。
	

	
	（2）停電時
	最寄階に直行し停止する。なお、作業用エレベータは常用防災兼用発電装置負荷（複数設ける場合は1基のみで可）に加えるものとする。
	

	
	（3）非常用連絡
	・電源は、無停電電源装置より供給する。
・親器は、中央制御室その他に設け、個々のエレベータを呼び出す選局ボタン付き送受話形とする。なお、発信先エレベータが確認できるものとする。
・子器は、かご内に設け、マイク・スピーカ形とする。
	

	エレベータ設備
	（4）エレベータの運行表示
	・エレベータの運行を中央制御室に表示する。
	

	
	（5）施工など
	・昇降路は、エレベータ専用とし、他の配管等は設置しない。
・電源は、保安動力電源とする。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	自動灌水装置
	機能・構造
	・散水ポンプ 自動弁の開閉により自動的に給水を行う圧力給水方式とする。
・自動弁 植栽の渇水状況に応じ、ゾーン区分された自動弁の開閉及び灌水時間設定を中央制御室及び事務室より行う。また、天気による制御や灌水量が調整できる機能を持たせること。
・屋上緑化、壁面緑化の灌水装置は、灌水配管を利用して追肥が行える構造とする。
・自動灌水装置のトラブルに対応できるバックアップ施設を設けること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	土木建築工事
	
	

	５．建築電気設備
	
	

	項        目
	要求水準等
	　　社仕様内容

	動力設備
	・本設備は、建築設備の各換気、空調、給水、排水設備等に含まれる電動機類の電源設備とする。
・敷地内各建物の空調設備、換気設備も中央制御室で集中管理できるシステムとする。
	

	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	コンセント工事
	一般用コンセント
	原則として1箇所毎に2口コンセント1個を設ける。
設置箇所は室の用途により以下を目安とする。
・居室は20ｍ2まで2箇所、40ｍ2まで3箇所、40ｍ2を超えるものは20ｍ2増すごとに1箇所
・電気関係諸室、機械関係諸室及び倉庫は、室面積20ｍ2まで2箇所、20ｍ2以上は機器の点検・室内清掃等のため3箇所以上
・階段室は2階ごとに1箇所
・廊下は約25ｍごとに1箇所
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	保安用コンセント
	・中央制御室、中央操作室、電算機室、電気関係諸室等に、2口コンセントを各3箇所設ける。
・1箇所毎の専用回路とする。
・中央制御室、中央操作室、電算機室、各種事務室はフロアコンセントとする。
	

	
	OA用コンセント
	・「3-12-7-4.無停電電源装置」より、専用回路としOA用3 Pコンセントを中央制御室、電算機室、事務室等に各2箇所設ける。
・事務室等のパソコンを設置する諸室に必要数設ける。
・フロアコンセントとする。
	

	
	機器用コンセント
	・室別に設けられる機器（コピー機、ＦＡＸ、 洗濯乾燥機、冷蔵庫等）に用いる機器用コンセント及び建築機械設備で設置する小型機器用のコンセント（防水引掛型）を設け、換気扇用等を除き原則としてアース付きとする。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	照明および配線工事
	照明設備は、作業の安全及び作業能率と快適な作業環境の確保を考慮した設計とするとともに、設計にあたっては、自然光を極力取り入れるように配慮すること。また、敷地内各建物及び構内の照明を中央制御室で集中管理できるシステムとする。
・支障が無い限り、使用する照明はLED照明を原則とする。
・保安照明は常に人の使用する部分、点検歩廊、廊下及び階段に設置する。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	弱電設備
	放送設備
	
	

	
	（１）放送用音響設備
	
	

	
	①構成
	構成は、プリメインアンプ、操作パネル、ラジオチューナ(AM,FM切り替え)、CDプレーヤ等とする。
	

	
	②出力系統
	一斉放送が可能とし、管理用諸室、廊下・階段・ホール、炉室、機械関係諸室・スペース、プラットホーム等適切に分ける。
	

	
	③ペーシング放送
	電話設備の電話機からのページング放送を可能とする。
	

	
	（2）放送用レピータ
	アナウンスマイク(スイッチ付)、音量調節器、出力計、呼出チャイムスイッチ、モニタスピーカ、電源スイッチ、緊急割込スイッチ、出力系統選択スイッチ、表示ランプ、マイクジャック(プラグ共)等より構成される。
	

	
	（3）チャイム
	時報チャイムは、電子式とする。呼出チャイムはオペレータコンソール用レピータ及び電話設備のページング信号により動作させ、電子式とする。
	

	
	（4）スピーカ
	場所別に適切な形式、容量、配置とし、騒音、音圧、明瞭度等の対策を行う。
	

	
	（5）アンテナ
	・AM用及びFM用アンテナを設ける。支柱、支持ワイヤ、取付金具等の材質は、ステンレス製とする。
・同軸ケーブルは、テレビ受信設備と兼用も可とする。
	

	
	（6）端子盤
	場所別、階別に適切に配置する。他の弱電設備を含めた総合端子盤としてもよいが、用途別に整然と配置する。
	

	
	（7）定時放送設備
	勤務に応じて定時放送をプログラムタイマで自動放送を行う。
	

	
	注意喚起放送設備
	計量棟、プラットホーム監視室、自己搬入ヤードには、搬入車、搬出車への注意喚起放送ができる設備を設ける。また、注意喚起放送の内容（音量、音色、曲、アナウンス内容等）は、容易に変更可能とする。
	

	
	テレビ受信設備
	
	

	
	（１）アンテナ
	アンテナは工場棟屋上に設け、アンテナ、支柱、支持ワイヤ、取付金具等の材質はステンレス製とする。
	

	
	（2）増幅器等
	増幅器、分配器及び分岐器は、収納箱（端子盤兼用可）入りとする。
アンテナから増幅器までは予備配管を敷設する。
	

	
	（3）配線
	配線は同軸ケーブルとする。
	

	
	（4）直列ユニットの設置
	直列ユニットの設置は、中央制御室、事務室、研修室、会議室、各休憩室、プラットホーム監視室、運転員控室等とする。
	

	
	
	
	

	弱電設備
	インターネット設備及びサーバ設備
	
	

	
	（１）形式
	本市専用　専用光回線
その他　光回線、ケーブルテレビ等の高速回線
	本市専用　　　
その他　　　

	
	（2）回線
	本市専用イントラネット　1回線
工場棟用　　　回線
管理棟用　　　回線
その他　　　回線
	本市専用イントラネット　　　回線
工場棟用　　　回線
管理棟用　　　回線
その他　　　回線

	
	（3）構造等
	・全ての事務室にLANケーブルとHUBを敷設する。
・クリーンセンター管理事務所棟事務室からのインターネット接続は本市本庁のサーバを介して接続する。
・本市職員が事務室等で使用するPC（端末）はイントラネットを介して本市の庁内LANへ接続する。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	インターホン設備
	
	

	
	（１）形式
	有線式
	　　

	
	（2）数量
	　　箇所
	　　箇所

	
	自動火災報知器設備
	
	

	
	（１）受信機
	・設置場所は中央制御室とする。
・警戒区域のグラフィック表示は、オペレータコンソール盤のＬＣＤに表示する。
	

	
	（2）副受信機
	・管理棟事務室に設置する。
	

	
	（3）発信機等
	・建築機械設備工事で設置する消火栓箱に組み込まれた発信機、電鈴及び表示灯への配線配管を施工する。排煙設備等の配管配線も含む。
	

	
	電池時計設備
	・電池寿命は原則として10年以上とする。
・形式はクオーツ式、かつ、電波式とし、各室面積に応じた大きさとする。
・設置場所はそれぞれ必要な各部屋へ、必要ヶ所設ける。
	

	
	出庫警報機
	積出場等の車両出口には、出庫警報機を設け、車両検知装置、または、現場操作によりパトライト及び音声等で警報を発する。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	
	
	

	電話設備
	自動交換機　　型式
	　　
	　　

	
	電話機　　局線
	
	

	
	（1）
クリーンセンター管理事務所棟（本市用）
	4回線（ 電話、FAX ）
	　　回線（ 電話、FAX ）

	
	(2)工場棟・管理棟（運営管理事業者用）
	　　回線（ 電話、FAX ）
	　　回線（ 電話、FAX ）

	
	(3)ごみ焼却施設工場棟中央制御室
	電力会社ホットライン専用1回線
	　　

	
	配管配線工事
	一式
	　　

	
	内線電話機
	・電話機の設置位置は、機器等の配置に応じた使い易い位置とする。
・じんあいの多く発生する場所の電話機は、防じん形ボックスに収納する。
・屋外に設置する電話機は、防水形ボックスに収納する。
・騒音の著しい機械室、ポンプ室、炉室等に設置する電話機は騒音対策を行う。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	その他設備
	避雷設備
	・煙突上部及び工場棟上部に建屋の全体（付属建屋を含む）を保護するように避雷設備を設置する。設備構成は避雷針、棟上導体、避雷導線、接続端子、接地測定用端子箱、測定用接地棒、接地極等より構成される。なお、避雷設備の設計基準は新JIS基準とする。
・その他、弱電避雷対策を講じること（アレスター、サージキラー等）。
	

	
	警備配線配管工事
	本件施設の稼働開始後の警備委託に必要な設備を、原則として工場棟、管理棟、クリーンセンター管理事務所棟、計量棟、等の諸室の窓、扉等の開口部に設置する。なお、配線配管等が露出とならないよう配慮する。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


以上
1

